
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 学級・ホームルーム経営 

(3) ホームルーム経営の在り方と実際～高等学校～ 
 

ホームルーム経営とは 

 

 

 

 

 

 

 

ホームルーム経営の

在り方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホームルーム経営の

実際（例） 

 

 

 

 

 

ガイダンスの機能と

カウンセリングの充

実 

ホームルームは、生徒にとって、学習や生活など学校生活の基盤となるも

のである。生徒は、学校生活の多くの時間をホームルームで過ごすため、自

己とホームルームの他の成員との個々の関係や自己とホームルーム集団との

関係は、学校生活そのものに大きな影響を与えることとなる。教員は、個々

の生徒が、ホームルーム内でよりよい人間関係を築き、ホームルームの生活

に適応し、各教科等の学習や様々な活動の効果を高めることができるように、

ホームルーム内での個別指導や集団指導を工夫することが求められる。 

 

ホームルーム経営は教職員の共通理解に基づいて行われ、ホームルーム担

任は、学校の教育目標やホームルームの実態を踏まえてホームルーム経営を

展開する。 

ホームルーム経営の中心的な内容は、ホームルーム集団としての質の高ま

りを目指したり、教員と児童生徒、児童生徒相互のよりよい人間関係を構築

したりすることである。生徒自身がホームルームや学校生活、人間関係をよ

りよいものにするために、話し合い、決定し、実践するなどの、自発的・自

治的な活動を通して、ホームルーム経営の充実を図ることで、ホームルーム

において互いを尊重し合う風土が醸成され、個々の生徒が自己有用感や自己

肯定感を獲得することへとつながる。 

また、生徒にとって安全・安心な居場所づくりへとつなげるために規範意

識を醸成することが大切である。安心して自らの意見を述べたり、他者の意

見や考えを共感的に受け止めたりすることが可能になり、生徒が、自ら考え、

選択し、決定し、発表し、実践する体験としての学びの循環を通じて、主体

的・自律的な選択・決定をしていく基盤となる自己指導能力を身に付けるこ

とができる。 

 なお、教師の意識しない言動や価値観が、生徒に感化を及ぼすこともあり、

この見えない部分での教師と生徒との人間関係にも十分配慮する必要があ

る。 

 

〈ホームルーム活動〉 

ホームルーム活動の内容の一つは、「学級・ホームルームや学校における

生活づくりへの参画」である。 

〇ホームルームや学校における生活上の諸問題の解決にあたり、生徒自身が、

課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図る活動において、

自発的・自治的な活動となるよう、適切な指導を行う。 

 

 学校生活への適応や人間関係の形成、教科・科目や進路の選択等について

は、主に集団の場面で必要な指導や援助を行うガイダンスと、個々の生徒の

多様な実態を踏まえ、一人一人が抱える課題に個別に対応した指導を行うカ

ウンセリングの双方の趣旨を踏まえて指導を行う。特に入学当初においては、

個々の生徒が学校生活に適応するとともに、希望や目標をもって生活をでき

るよう工夫する。あわせて、生徒の家庭との連絡を密にする。 

Ⅳ 学校教育の内容と

基本的な考え方 


